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1. MSCとは
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MSC（海洋管理協議会）とは

活動
認証制度とエコラベルを通じて：

持続可能で適切に管理された漁業を認識、推奨

消費者に持続可能な水産物購入の選択肢を提供

水産物市場を持続可能なものに転換

•国際的な非営利団体、設立：1997年、本部：ロンドン
•日本事務所設立：2007年5月
•現在、地域事務所2カ所、現地事務所8カ所
•スタッフ数：98名
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MSC設立の背景
世界的な水産資源の減少

世界の水産資源の52%はほぼ満限（最大持続生産レベル）ま
で漁獲、27%は過剰漁獲あるいは枯渇の状況（国連食糧農業
機関（FAO) 2008）。

従来の漁業管理（行政、漁業者主体）の行き詰まり

IUU（違法、無報告、無規制）漁業の横行
より安価な水産物に傾く消費者→資源管理に対するインセン
ティブの低下

需要サイドの力を資源管理へ

消費者の選択・後押しにより適切な資源管理へ

資源管理が付加価値につながる仕組みの必要性
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2. MSC認証とは
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２つの認証制度

漁業に対する「MSC漁業認証」と…

輸入業者
卸売業者

加工業者 流通業者 小売業者
レストラン

消費者漁業者

水産物の水揚げ以降の「MSC CoC認証」
流通加工過程において認証水産物と非認証水産物が混じることを防ぐ目的

SUPPLY CHAIN
最終パッケージに「海
のエコラベル」が表示さ
れるまでのサプライ
チェーン全域をカバー
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漁業認証とは…

MSCの「持続可能な漁業のための3原則」に合致する漁
業に付与される認証

資源の

持続可能性

生態系への

影響
管理システム

過剰な漁獲を行わず資源を枯渇させ
ないこと。

漁場となる海の生態系
やその多様性、生産力、
機能を維持できる形で
漁業を行うこと。 国際的、または国内、地域

的なルールを尊重した漁業
管理システムを有すること。

持続的な水産資源の利用が
できる制度やインフラ、社会
的な体制をつくること。
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原則2:

漁業活動は，漁業が依存する生態系（生息域や相互依存種

，生態学的関連種を含む）の構造，生産力，機能，多様性を

維持できるものでなければならない。

基準

2.1 漁業は、自然な種間の相互作用関係を維持する方法で実施し、
食物連鎖や生態系の変動を引き起こすものであってはならない。

2.2 漁業は、遺伝子レベル、種レベル、または個体群レベルでの生物
多様性を脅かさぬように行い、絶滅危惧種や保護対象種への殺

傷を避ける、あるいは最小限にとどめること。

2.3 漁獲対象個体群が枯渇している場合、予防原則に従い、また、個
体群の長期的な生産能力を考慮して、回復と再生が、一定の期間

内に一定の水準に達するように、漁業を実施する。
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MSC漁業認証の審査対象となるのは？

天然魚を獲る海面・内水面漁業

漁業の規模，魚種・漁法，国・海域等を問わず，認証取得を

望むすべての天然魚対象漁業は認証審査の申請が可能

養殖業は審査の対象外

2011年にAquaculture Stewardship Council (ASC)が稼働

増殖漁業はMSCの指針に合致するものは対象となる

漁業認証の有効期間は5年間
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CoC (Chain of Custody) 認証とは
MSC認証水産物が非認証水産物と混じることなく消
費者に届くようにすることを目的とした認証

トレーサビリティ（商品履歴）の確保を目的とした認証

有効期間：3年

漁獲直後の加工もしくは輸送の開始時点から、消費者向け
製品の最終パッケージにMSCラベルが表示される段階まで
の、当該水産物の所有権を持つ全ての企業・組織

CoC認証が必要になるのは？

⇒結果として、製品のトレーサビリティの確保が可能となる。

漁業者 流通業者 加工業者

漁業
認証コード

卸の
ＣoＣ認証番号

加工の
ＣoＣ認証番号

消費者
小売店
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第三者機関による独立した認証制度

より中立性、独立性を確保する仕組み

第三者
認証機関

漁業者
加工・流通業者

準拠

監視

認定必要条件
設定

基準設定

認定

審査、認証

国際社会環境認定表示連合
ISO 59

認証機関を認定する機関
ISO 17011

国際連合食糧農業機関

責任ある漁業のための行動規範

水産物エコラベリングのためのガイドライン

社会環境基準設定のための適性実施規範

The best environmental choice in seafood

3. MSC認証、ラベル付き製品の広がり
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MSC認証漁業
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世界の約12％の食用向け天
然魚漁獲漁業が認証制度に
関与（約900万トンの水産物）

127の認証取得漁業
131 の認証審査中漁業
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認証取得漁業
京都府機船底曳網漁業連合会 (ズワイガ二、アカガレイ) 
（2008年9月）
遠洋カツオ一本釣り漁業（2009年11月）

審査中漁業
北海道ホタテガイ漁業（2010年4月に審査開始）

予備審査完了漁業 (上記以外で3漁業)

予備審査検討中漁業（複数）
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日本におけるMSC漁業認証の動向
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MSC CoC認証取得企業数

日本でのCoC認証取得企業数は62。水産関連企業大手はほとんどが取得
水、マルハニチロ水産、極洋、東洋水産、ニチレイフレッシュ、三菱商事、丸紅、阪和興業、ニチモウ等)
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MSCラベル付き製品数の推移（2011年6月末現在）

世界の80カ国で販売
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MSCラベル付き製品
国別ラベル付き製品数(2011年6月末現在）
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MSCラベル付き製品
魚種別ラベル付き製品数(2011年6月末現在）
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アメリカ・カナダ

• WAL MARTが、北米店舗における生鮮・冷凍水産物を2011年までに100%MSC認証
とする目標を設定

• Targetは、15のMSCエコラベル付き自社ブランド製品を 1,600以上の店舗で販売
• Wholefoods Marketは、全店舗におけるMSC認証水産物の販売を公約。
• ALDIは、自社ブランド製品をMSC認証製品に
• Loblawは、販売する水産物の供給源をMSC認証漁業とすることを発表
• Sodexoが、北米におけるすべての天然魚の調達を2015年までにMSC認証漁業から
行うことを発表

イギリス

• ASDAが生鮮・冷凍水産物を100％MSC認証とする目標を設定
• Marks & Spencerが2012年までに販売水産物を100%MSC認証とする目標を設定
• Sainsbury’sが2008年末にMSCラベル製品を倍増。天然サケ、エビ製品は100%

MSC認証漁業を供給源
• ASDA, TESCO, Waitrose, Sainsbury’s, Morrisonsは鮮魚売場のCoC認証を取得

MSCに関する欧米における主なマーケット動向1
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ドイツ

• Iglo社の水産製品の58％はMSCラベル付き製品
• Edekaは、2011年末までに持続可能な水産物のみを提供する計画
• Lidlは、3000の販売店でMSC認証製品を増やすことを公約
• METROグループが取り扱い水産物を、MSC認証製品を主とする100％持続
可能な水産物 とすることを発表

オランダ

• オランダの食品小売企業すべてが、2011年以降、店舗で販売するすべての天
然魚をMSC認証とすることを決定

• KLMオランダ航空 機内食にMSC認証水産物を使用

フランス

• Carrefourは、自社ブランド製品を通じてMSC認証を提供。製品数は増加中。

ヨーロッパ全体
• マクドナルド社がヨーロッパ全体の約7,000店舗でCoC認証を取得。

2011年よりフィレオフィッシュにMSCエコラベルを表示することで準備。

MSCに関する欧米における主なマーケット動向2
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日本におけるMSCラベル製品の動向
2006年7月に最初のMSCロゴ付き製品の販売開始

2006年11月にイオンがMSCロゴ付き10製品の販売を開始
2010年5月にPBでのMSCロゴ付き製品取り扱い拡大発表
生物多様性方針にMSC認証製品の積極的取り扱いを明記

2007年2月に西友がMSCロゴ付き製品の販売開始

2007年10月に日本生協連が17のMSCロゴ付き製品販売開始
製品は拡大の方向。

2020年に向けた環境政策でMSC商品取り扱い拡大を明記。
MSC基準を日生協COOP商品の環境配慮商品基準とすることを決定。

⇒大手小売では、ダイエー、イズミ、CGCグループなどでも販売。
百貨店、地方のスーパーマーケットや生協も販売を開始すると

ころが増加。現在、50を超える小売、百貨店で取り扱い
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課題

•複雑な流通経路

•小売企業数の多さ

•国内漁業の認証取得推進

•認知度の向上

要望

•認知度向上に向けたサポート

•関連企業への制度への参加推進

•漁業者の認証取得への支援
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4. 普及に向けた課題・要望
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Thank You

ビッグコミックNo. 1103「築地魚河岸三代目（Fish166: 海を守るエコラベル（中編）」より


